
農業と科学 2212101;i匂;盟主5笠3
〒112東京都文京区後楽ト7-12林友ピル

発行所チッソ旭肥料株式会社

C H I S S 0 -A S A H I F E R T I L I Z E R C 0.， L T D. 

扇集兼発行人:柴田 勝

定価:1部70円

1 



平成10年1月1日 農業と科学 第三種郵便物認可 ( 1 ) 

圃111111¥1・・.....，111111・t・-‘，1"11。川d園川l'IIII，.，，111J111111‘'・1ド11......."，.I"I'lldl"，.，・11111，11，".'111川1，.....r11h・1い・"''''111".，1'''司11・11，，"1"・111111，111同...，h..'''1'司...1111.'.1"....11'..'1"1・，6，μ"1'・11.....川1・'11・....川l川11，."'11川11....・

ねばり強い熱意、をもって

チッソ旭肥料株式会社

常務取締役吉田俊郎

明けましておめでとうございます。読者の皆様

方におかれましては，本年が幸多い年であります

よう心からお祈り申し上げます。

昨年をふり返ってみますと，社会面では痛まし

い事件，特に低年令者を狙った惨事が目立ちまし

た。政治，経済面では，行政改革，財政改革への

挑戦が現実のしがらみの中で悪戦苦闘している状

況下で金融業界の経営破綻が続出し， 景気の低迷

に拍車をかけると共に，国民に不信を抱かせるな

ど，明るさの少ない年でした。

本年は，将来に向つての道が見える世相が形成

され，明るい年になってほしいと思っています。

さて，農業をとりまく環境についてみますと，

2， 3年来の安定した収穫等より米の在庫過多と

なり，減反問題が大きな課題となりました。

本年は， 3年前に施行された新食糧法の運用に

ついて国民的コンセンサスが求められる年となる

でしょう。

また，本年は約35年続いた農業基本法が，見直

される運びとなっています。我が国の農業，農家

にとりまして将来を見定めることができる指針が

示されることを期待したいと思います。

直面する日本農業の課題は，前述の減反問題，

海外農産物との競合問題，環境問題等々山積して

おります。

当社におきましては，こうした課題の解消に少

しでもお役に立つべく機能製品の開発を進めてき

まし介。 ILPコート⑮j， Iロング@j， IC 
DU⑮j， I燐硝安加理⑬j，Iあさひポーラス⑧ j，
「与作⑧j， Iグリーンパイル⑧」などの製品で
あります。

当社としましては，さらに製品の改善を進める

と共に，用途開発，使用開発等ソフト面の充実に

努めたいと考えております。

情勢の変化と共に，今後，農業，農家のニーズ

は，多様化し，私達への要請も多岐にわたること

になるでしょう。資材の開発，普及につきまし

て，広巾い視野より，ねばり強い熱意をもって取

組む所存であります。

「農業と科学」は来年には発刊30周年を迎るこ

とになりますが，皆様方とのコミニュケーショ

ン，皆様方の情報ソースとして，いささかなりと

もお役に立つべく，更に誌面の充実を図りたいと

思っております。

本年も，本誌をご愛読いただきますようお願い

申し上げまして，新年のご挨拶とさせていただき

ます。
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ト和田のにんにく

はじめに

十和田市農協を紹介します。十和田市は，青森

県東南部ほぼ中央に位置し，県都青森市へは北ヘ

60km，八戸市へは東へ30凶1，県南部の玄関口で三

沢空港へは 20kmの人口約 64，000人，面積 318km2

で，平坦な台地(海抜65m)として国立公園十和田

湖の東の玄関口で西に八甲田連峰がそびえ，市の

南方を奥入瀬川が流れ，それより人口河川稲生川

が東に延び，自然、豊かな農業中心都市です。

その十和田市に昭和47年 2月1日に 8農協が合

併して農家戸数 3，500戸の十和田市農協が誕生し

た。特に恵まれた自然を利用し「米・畜産・野

菜」を柱とした複合経営を営んでいる。その中で

現在野菜販売額50億円達成に向け取り組んでい

る。

その野菜販売額50億円達成の基幹策目は，なが

いも，にんにくである。 8年度実績でにんにくの

販売実績は全体の25労に達している。更に調整出

荷が農閑期に作業できる利点を利用して労働力

の分散の意味からも当農協における大きな作物の

ーっといえる。

更に青森県の特産物でもある，にんにくについ

ては当農協技術センターでも特段の位置づけをし

ている。

当農協技術センターは昭和56年に組合員の営農

と地域農業振興の発展のために農業技術開発と種

苗供給を目的に設立された。

講習会，現地検討会講師及び指導，組合員への

現地指導，来場者への営農相談を農業技術係，種

苗供給係，施設園芸係の職務機構のもと運営して

いる。

特に種子の供給に当っては当管内農家への供給

行うと共に次に掲げる試験を継続調査試験を行っ

ている。

十和田市農協農業技術センター

所長斗津 彰

1.農業試験場産由来にんにく種子別，種子重別

比較試験

2. 住友産由来にんにく種子別，種子重別比較試

l験

3. 住友産由来にんにく種子良品質安定生産施肥

量試験

4. 住友産由来にんにく種子適正肥料選定試験

5. 住友産由来にんにく種子株間試験

6. 住友産由来にんにく種子収穫時期試験

7. 住友産由来にんにく種子マルチ選定試験

8. 農業試験場産由来にんにく種子適正肥料選定

試験

9. 農業試験場産由来にんにく種子植えつけ時期

比較試験

10. 農業試験場産由来にんにく種子及び住友産由

来にんにく種子作柄作況及び農業気象との関係

調査

このような試験は全てA品率向上， 2 L， L比

率の向上のために行っている。

A品率向上について次のように考えている。

変形球を少なくするために植えつけ燐片を垂直

に必ず植えつける。

異常燐片分化を少なくするために地力チッソと

全量元肥による安定的なチッソの供給を行う。

ワレ球を少なくするために生体時の燐片葉が生

育中に空気に触れ退化すると考え深植えを進めて

いる。但し，深植えによる越冬前生育の遅れを防

ぐため適期の植えつけをしなければならない。

2 L， L比率の向上については次のように考え

ている。

適期植えつけ

植えつけ密度(株間〉

表 1

表 2

マルチ選定 表 3

品種の特性にあった肥効肥料の選定表 4
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農業試験場産由来にんにく種子及び住友産由来

にんにく種子作柄作況及び農業気象との関係ノ

表1 等級・規格別調査 (10a当たり〉

試験区
lOa 等 級

収量 A B C 

早植 7g 
976.8 904.5 72.3 0.0 

(92.6) ( 7.4) ( 0.0) 

早植 15g
1499.9 1229.2 114.0 156.0 

(82.0) ( 7.6) (10.4) 

早植 20g
1575.7 1105.0 316.4 110.2 

(70.2) (20.1) ( 7.0) 

遅植 7g 
825.0 825.0 0.0 0.0 

(100) ( 0.0) ( 0.0) 

遅植 15g
1145.1 1074.1 27.5 43.5 

(93.8) ( 2.4) ( 3.8) 

遅植 20g
942.2 591.7 180.9 169.6 

(62.8) (19.2) (18.0) 

表1結果及び考察

総収量:早植え 20g区 1575.7kgで最も高

く，次いで早植え15g 1499. 9kgの順

であった。

A品収量:早植え15g区1229.2kgが最も高か

っアこ。

2 L収量:早植え20g区 735.1kgが最も高か

った。

以上の結果

結果的に見ると，早植え 15g・20g区が総収

量， A品収量， 2 L収量ともに良い結果であっノ

表 2 等級・規格別調査 (10a当たり〉

試験区
]Oa 生~; 締、

収 量 A B C 

スミトモ 1129.5 ]91.8 99.4 
15cm 1420.7 
15g (79.5) (13.5) ( 7.0) 

スミトモ 1084.1 42.0 74.1: 
18cm 1200.5 
7g (90.3) ( 3.5) ( 6.2) 

スミトモ 1781.6 196.1 130.7 
18cm 2108.4 
]5g (84.5) ( 9.3) ( 6.2) 

試験場 ]000.5 473.0 80.9 
15cm 1554.4 
15g (64.3) (30.4) ( 5.2) 

試験15場 1092.4 396.7 85.0 
cm 1574.1 
20g (69.4) (25.2) ( 5.4) 

調査 表 5

など次の表より検討している。

(上段kg 下段%)

規 格
加工

2L L M S 
0.0 94.7 716.0 166.1 0.0 

( 0.0) ( 9.7) (73.3) (17.0) ( 0.0) 

429.0 875.9 195.0 0.0 0.0 

(28.6) (58.4) (13.0) ( 0.0) ( 0.0) 

735.1 758.7 80.3 0.0 44.1 

(46.7) (48.2) ( 5.1) ( 0.0) ( 2.8) 

0.0 0.0 462.0 344.9 

( 0.0) ( 0.0) (56.0) (41.8) 

0.0 515.1 53.8 0.0 0.0 

( 0.0) (47.6) ( 4.7) ( 0.0) ( 0.0) 

0.0 689.7 252.5 0.0 0.0 

( 0.0) (73.2) (26.8) (0.0) I (ao) 

た。

また，早植え，遅植えで区別すると，やはり遅

植え区の 3区が早植えの 3区を下回る結果とな

り， 2 L収量も低下する。

やはり，植付時期は適期に行うのが収量アップ

の条件のーっと考えられる。

また，遅植えの場合も， 最低越冬前に葉数 3.5

枚以上確保が絶対条件と思われる。

(上段kg 下段%)

規 格
加工

2L L M S 

583.9 807.0 29.8 0.0 0.0 

(41.1 ) (56.8) ( 2.1) ( 0.0) ( 0.0) 

459.8 681.9 58.8 0.0 0.0 

(38.3) (56，S) ( 4.9) ( 0.0) ( 0.0) 

1806.9 272.0 【29.5 0.0 :0.0 

(85.7) (12.9) ( 1.4) ( 0.0) ( 0.0) 

736.0 683.1 136.9 0.0 0.0 

(47.3) (43.9) ( 8.8) ( 0.0) ( 0.0) 

680.0 749.3 144.8 0.0 "0.0 

(43.2) (47.6) ( 9.2) ( 0.0) ( 0.0) 
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表 2結果及び考察

総収量:スミトモ18cm 15 g区の2108.4kg

が最も高く，次いで，センタ一種子

の15cm 20 g 1574. 1kgの順に高かっ

7こO

A 品収量:スミトモ18cm 15 g区の1781.6kg 

が最も高かった。

2 L 収量:スミトモ18αn 15 g区の1806.9ノ

表 3 等級・規格別調査 (10a当たり〉

10a 等 級
試験区 収量

A B C 
， 、

6415 
1592.2 

1203.7 215.0 173.5 
15cm (75.6) (13.5) (10.9) 

ノ〈イオレシト
1275.4 

857.1 146.6 196.4 
15cm (672) (11.5) ( 15.4) 

シルパ}
1462.1 

989.4 251.7 221.0 
15cm (67.6) (17.2) (15.1) 

グリ}ン
1301.8 

647.1 331.9 322.8 
15cm (49.7) (22.5) (24.8) 

グリ}ン
1318.4 

1008.9 193.6 115.9 
17cm (76紛 (14.7) (8.8) 

表 3結果及び考察

総収量:64~þ マルチの 1592. 2kg~が最も高

く，次いでシルパーマルチ1462.1kg

のJI頂であった。

A品収量:6415マルチの1203.7kgが最も高か

った。

2 L収量:シルパーマルチの 579.6kgが最も

高かった。

以上の結果

総収量， A品収量ともに6415 15cmマルチが良

い結果であった。 2L収量では，シルパーマルチ

が最も高く，次いでグリーンマルチ 17cmであっ

た。

表 4結果及び考察

草 丈 :CDU+ロング 100区が最も長かっ

た。

葉 令 :CDU+ロング 100区が最も多かっ

fこ。

茎 径 :CDU+ロング 100区，ロング入り

ボカシが太い結果であったO ノ

kgが最も高かった。

以上の結果

総収量， A品収量， 2 L収量ともに，スミトモ

株間18cm 15 g区が良い結果であった。

ただし， 15cm 15 gで比較すると，試験場産が

上回っている。

よって栽培法を種子のちがし、により変化させる

事が必要と思われる。

(上段kg 下段%)

規 格 加工

2L L M S 

283.4 1211.7 97.1 0.0 0.0 
(17.8) (76.1) (6.1) (0ω (0.0) 

164.4 887.7 148.0 0.0 75.3 
(12.9) (69.6) (11.6) (0.0) (5.9) 

579.6 794.7 87.8 0.0 0.0 
(39.6) (54.3) (6.0) (0.0) (0.0) 

106.8 1063.6 131.4 0.0 0.0 
(8.2) (81.7) (10.1) (0.0) (0β) 

442.6 775.7 100.1 0.0 0.0 
(33.6) (58.9) (7.6) (0.0) (0ω 

総収量 :CDU+ロング[100区が1939.8kg

で最も高く，次いで， D社肥料2区

1717.9kgの)1買に高かった。

A品収量 :CDU+ロング 100区が1198.8kg

で最も高かった。

2L収量 :CDU+ロング 100区が1592.6kg

で最も高かった。

以上の結果

今回の試験では， CDU+ロング 100区と D社

肥料2区が総収量， A品収量， 2 L収量ともに，

良し、結果であった。

なお， 8年度のデータは 1年目の閏場での試験

で行なった結果， A品率はやはり 1166.4kg 92.4 

%で一番良かった。しかし，地力の低い 1年目の

圃場であるがため 2L球は， 59.3 kg (4.7%)で

あったが， 2 L， L球の合計は814.2kg(64.5%) 

であった。

よってにんにくは地力チッソが非常に大きく影

響すると考えている。地力を高めるため有機質の

肥料が良いと思われるが，さらに地力を高めてか
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表 4 等級・規格別調査 (10a当たり〉

試験区
lOa 在寸由ずピ 級

収量 A B C 

A杜肥料1
1045.7 176.7 310.4 

1593.3 
(65.7) (11.1) (19.5) 

A社肥料2
876.8 263.2 453.7 

1614.7 
(54.3) (16.3) (28.1) 

B杜肥料
802.1 172.0 507.0 

1481.1 
(54.1) (11.6) (34.2) 

C社肥料 1611.8 
1095.5 256.5 259.8 
(67.9) (15.9) (16.1) 

CDU 
1939.8 

1198.8 176.5 564.5 
+ロング (61.8) (9.1) (29.1) 

D社肥料1 1717.9 
1168.0 226.7 322.9 
(68川 (13.2) (18.8) 

D社肥料2 1425.3 
734.0 255.1 364.9 
(51.5) (17.9) (25.6) 

E杜肥料1 1628.5 
1149.7 348.5 130.3 

(70ω (21.4) (8.0) 

E社肥料2 1433.3 
997.6 255.1 180.6 
(69.6) (17.8) (12紛

ロング入り
1579.8 

1008.9 204.0 366.9 
ボカシ (63が (12.9) (23.2) 

NKロング
1483.9 

920.9 380.3 182.7 

ボカシ (62ω (25.6) (12.3) 

表5一一 1iー平成8年度生育調査結果

区分
越冬 3/22 3/29 
直前

4/ 7 4/16 4/23 4/30 

草丈(cm)29.0 39.8 42.0 45.2 

葉数似) 4.1 6.4 7.2 8.2 

茎径(cm 1.4 

表 5--2 平成8年度収量調査結果

収穫 時 乾燥時

表 5-3 平成8年度等級・規格別収量
割合調査結果

50.2 

9.4 

1.6 

29.2 

〈上段kg 下段%)

規 格
加工

2L L M S 

724.2 748.1 58.9 0.0 60.5 
(45.5) (47.0) (3.7) (0.0) (3.8) 

925.2 650.7 17.8 0.0 21.0 
(57.3) (40.3) (1.1) (0.0) (1.3) 

535.2 858.4 80.1 8.9 0.0 
(36.1) (57.9) (5.4) (0.6) (0.0) 

937.4 (-)76.0 0.0 0.0 0.0 
(58.1) (41.9) (0.0) (0.0) (0.0) 

1592.6 323.9 23.3 0.0 0.0 
(82.1) (1 G 7) (1.2) (0.0) (0.0) 

1051.6 GG3.0 0.0 0.0 0.0 
(61.4) (っさG) (0ω (0.0) (0.0) 

886.5 450.4 37.1 0.0 71.3 
(60.8) (31.6) (2紛 (0.0) (5ω 

649.8 931.5 47.2 0.0 0.0 
(39.9) (57.2) (2.9) (0.0) (0.0) 

342.6 966.1 126.1 0.0 0.0 
(23.9) (67.4) (8.8) (0.0) (0.0) 

823.9 757.5 0.0 0.0 0.0 
(52.1) (47.9) (0.0) (0.0) (0.0) 

444.1 1005.6 35.6 0.0 0.0 
(29.9) (67.7) (2.4) (0.0) (0.0) 

5/ 7 5/14 5/21 5/28 6/ 4 6/11 6/18 

55.8 66.2 73.2 81.5 82.5 83.8 83.6 80.5 

10.5 11.3 12.3 13.3 13.3 13.5 13.5 13.4 

1.7 1.9 2.0 2.2 2.3 2.3 2.2 2.0 

らの増収には， CDU十ロング 100の体型が良い

と思われる，ただし耐性を考えると，有機肥料と

ロングの混合肥料と CDU+ロングを 2""""3年サ

イクルで，交互に使い分けることが連作の上から

良いと思う。

以上の事から

優良種子の導入，普及すると共に種々の試験成

績から安定収量を確保できるよう技術普及に努力

したい。

最後に本県産にんにくも高値販売の中，面積の

拡大に伴う，生産増が予想されるため高値での展
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聞は厳しい。更に中国

産にんにくも通年だと

11月には品質低下で在

ったが近年かなり品質

向上してきているので

最後まで競合すると考

えている。更に昨年よ

り目立ってきたアルゼ

ンチン産にんにくはま

だ数量的に少ないもの

の品質的には本県産と

似ているため末端では

区別ができない。よっ

て今後注意深く留意し

表 5-4 年次別等級・規格別収量割合調査結果

調査年度
Jjj( l1i 等 級 (%) 方:J，

(g) A B C 格外 2L L 

昭和61年産 115.4 74.0 22.0 4.0 0.0 54.0 L16.0 

昭和62年産 129.8 53.3 43.3 3.4 0.0 26.7 66.7 

昭和63年産 117.4 41.5 48.6 9.9 0.0 27.3 71.4 

平成元年産 140.6 37.4 50.1 12.5 0.0 68.9 28.8 

平成 2年産 114.8 42.2 37.0 20.8 0.0 19.6 76.0 

平成 3年産 144.0 47.2 23.3 21.4 8.1 73.5 23.8 

平成 4年産 130.0 61.6 34.9 3..5 0.0 21.8 67.3 

平成 5年産 110.0 54.2 33.0 12.8 0.0 0.0 82.8 

平成 6年産 130.0 82.9 10.4 6.7 0.0 12.1 84.1 

平成 7年産 142.0 63.8 23.6 12.6 0.0 19.7 70.4 

平成 8年産 133.0 64.4 30.4 5.2 0.0 47.3 43.9 
一一」ー

格 (%) 
M S 2S 

0.0 0.0 0.0 

6.6 0.0 0.0 

1.3 0.0 0.0 

2.3 0.0 0.0 

4.4 0.0 0.0 

2.7 0.0 0.0 

10.1 0.8 0.0 

16.0 1.2 0.0 

3.8 0.0 0.0 

9.8 0.0 0.0 

8.8 0.0 0.0 

なければならないだ、ろう。

いずれにせよ当農協におけるにんにくの販売シ

ェーアーから考えても特段の栽培技術の向上と優

良種子の供給に努力しなければならない。

表 5-5 年次別生育期の気象の特徴

栄養 低温 側花球芽序 結球肥大期 (OC) 低温誘導 年 問 りん片

調査年度 生長期 誘導期 分化期
JtrJを除く

(OC) (OC) (OC) 積算最高最低降水量日
H百積算気温 積算気温 分化期

昭和60年産 461.1 ー98.1 215.6 767.8 30.0 6.9 107.8 389.3 1，4/14.5 1，346.4 

昭和61年産 598.8 -131.8 201.2 765.6 30.0 3.0 128.5 361.9 1，565.6 1，433.7 一

昭和62年産 458.9 -144.8 256.9 893.9 34.0 1.0 122.0 394.5 1，609.7 1，464.9 一

昭和63年産 520.0 酬164.3 383.4 573.5 29.0 1.5 133.0 213.5 1，476.9 1，312.6 一

平成元年産 544.3 -23.7 289.7 748.1 21.0 10.0 98.0 328.9 1，220.5 1，196.8 一
平成 2年産 828.2 138.3 422.4 994.3 33.2 6.0 32.5 374.7 2，245.3 2，383.6 一

平成 3年産 756.9 277.9 244.4 967.5 32.0 4.0 2.0 398.8 1，968.8 2，246.7 一
平成 4年産 645.1 232.2 268.1 811.1 29.0 1.5 104.0 394.6 1，724.3 1，952.9 4/25 

平成 5J"p産 581.9 119.3 303.9 547.1 26.0 4.7 99.5 151.0 1，432.9 1，552.2 4/25 
平成 6ir:産 521.3 221.4 328.2 776.8 29.0 6.0 129.0 336.5 1，626.3 1，847.7 4/24 

平成 7:{r.産 710.6 45.4 171.5 787.5 27.0 2.0 184.0 298.0 1，669.6 1，715.0 4/26 

恒些 8.{ji産 641.5 13.2 235.0 641.8 29.0 0.0 62.0 276.8 1，518.3 1，531.5 4/26 
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生命にとって塩とは何か

一生物と塩との関係史- 12 

9 おわりに 一塩と生物の共進化一

生命は今から 40億年近く前に海の中に誕生し

て以来，進化を続けてきた。ところが今から 4億

年余り前，生物のあるものが上陸を開始し，海か

らの離脱を敢行した。陸上は海中にくらべて生物

にとって過酷な環境であったが，生物はよくこれ

に適応し，著しい多様化をとげ、た。

さて上陸後，生物はどのような方向に進んでい

ったであろうか。塩との関係に限っていえば，植

物の多くは陸上の脱塩的環境に適応して塩に弱く

なったが，あるものは海中時代にはなかった蒸散

作用によって，海水以上に塩分が濃縮される条件

にも適応して，いろいろな耐塩性のしくみを獲得

した。一方陸上動物の多くは，体内に一定の塩分

濃度を保った体液を循環させる方式を発達させて

いった。こうして陸上には海の衣をまとった動物

と，これを脱ぎ捨てた植物の二つの系統の生物が

存在するようになった。

生物の体の中に存在している元素の中で生物に

とってなくてはならぬもの，すなわち必須元素は

この二つの系統の生物で共通しているものが大部

分であるが，ことなるものも若干ある(表15)。

その一つがナトリウムで，動物では多量に必要な

元素であるが，植物では必須元素になっていな

い。しかしナトリウムの兄弟元素であるカリウム

表15 植物と動物の必須元素

植 ヰ知 動

炭素，酸素，水素， 炭素，酸素，水素，

京都大学名誉教授

近畿大学農学部教授

高橋英一

は，植物も動物も多量に必要としている。

この違いを生むにいたったいきさつを追ってみ

ると，さとt!-1;vま海棲時代からナトリウムとカリウム

をはっきりと使い分けていたふしがある。海水の

ナトリウム・カリウム比は28と圧倒的にナトリウ

ムが高いが，そこに生息している生物の体のナト

リウム・メ/リウム比はこれに比べると 1あるいは

それ以下と著しく低い。すなわち生物にはもとも

とカリウムを選択的に取り込む性質があったので

ある。そして体を構成している細胞の実質である

細胞質の中はカリウム型になっている O

この関係は陸上に進出した生物でも保たれてお

り，ナトリウムが細胞質中にとりこまれることは

少なし大部分が動物では体液中に，塩生植物で

は液胞液中に存在している。細胞質は重要な代謝

の営まれる場であるが，そこで働くのはカリウム

であり，ナトリウゐは主として細胞の外側にあっ

て浸透圧を調節するなどの役割を果たしている。

それは海を離脱した生物の体内環境を整えること

への寄与であり，母なる海にはぐくまれていた時

代の名残と見られるのである。

|珪へ上がった植物は， しばしば水の不足と闘わ

ねばならなかった。この場合土壌中の塩分の存在

は，それが作り出す浸透圧によって水の有効度を

低下させる。しかも水不足の環境は塩分の集積を

招来することが多い。ここに海中生

ザ知

芸主必素頁
窒素， リン，イオウ， 窒素， リン，イオウ，

活時代にはなかった塩害の問題が生

じ，一方植物のあるものがすぐれた

耐塩性のしくみを発達させるきっか

けができたのである。カリウム，カルシウム，マグ

ネシウム

f多量必ヌ軍世員じ; 

鉄，マンガン，銅，

亜鉛，モリブデン，匝璽，

ホウ素

カリウム，カルシウム，マグ

ネシウム， 1ナトリウム1，直璽

2九マン力、、ン，吉岡，

亜鉛，モリブデン，

ヨウ素，コバルト

これに対して動物の方は，過剰の

塩分を排世するしくみをもっていた

ので，自然環境下では塩分の過剰の

害をうけることはなかったが，塩分
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の不足になやまされることは多かった。とくにわ

れわれが家畜としている草食動物は，食草中のナ

トリウム・カリウム比が彼らの要求をみたすのに

は低過ぎるため，ナトリウムの補給につとめる必

要があった。草食動物は本能的に塩分の多いとこ

ろ「塩なめ場」を知っており，人間は家畜に「な

め塩Jを与える。
塩の入手に苦心したのは人間も同じであった。

塩は古くから人間の文化，政治，経済の上にさま

ざまな影響を及ぼしてきた。しかし社会が豊かに

なり，健康についての関心が高まるにつれて，塩

の取り過ぎが問題になってきた。日本人が塩分を

取り過ぎる素地は，穀食文化によってつくられた

ともいえる。すなわちご飯に漬物，味噌汁という

食事の基本スタイルである。これは慢性的な食糧

不足と食糧獲得のために重労働を余儀なくされた

時代の産物でもあった。こうして長らくつちかわ

れた塩分に対する噌好性は，食糧が豊富になり，

労働の大幅な軽減によって塩の必要量が減少しで

もすぐには変わらない。ここに現在の塩の取り過

ぎの問題がある。その上，省力時代の落とし後の

ーっとしての，スナッグやインスタント食品によ

る塩分摂取が輸をかけている。

今世紀後半になってから，世界人口の増加は大

きなインパクトを与えつつある。過去半世紀で二

倍となり，つぎの半世紀でさらに二倍の百億に達

することが予側されている人口を養うための耕地

面積をいかにして確保するかは，真剣に考えなけ

ればならない問題である。しかし残された土地の

かなりを占める塩類土壊で農業を行うのは容易な

ことでなく，さらに不過切な濯がし、によって既耕

地の塩類化が進行し，生産性を低下させている現

状である。

われわれは塩を必要とするが，栽培している作

物はとくに塩を必要としないし，塩を好まないも

のが多し、。農業がこ 111，まで海に背をむけてきた背

景にはこのような事情があった。しかしながら陸

地の塩分の多いところにも植物は生育しており，

土の中では微生物も働いている。塩性環境の農業

利用を図ろうとするなら，これらについての関心

を高め，役にたつ知見をひろいあげてゆく努力が

必要だろう。

恒常性のある環境を与えてくれていた母なる海

を離れて以来，生物は塩の不足と過剰の両面を経

験するようになり，これを克服すぺく進化をとげ

てきた。それは光合成によってもたらされた遊離

酸素の世界への適応にくらべれば目立たないが，

塩と生物との共進化の旅はいまなお続いており，

われわれ人間にとって開拓すべきアロンテ寸アと

して残されている。


